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成人GHDの診断および治療適応判定のための
フローチャート（日本小児内分泌学会）

• 候補患者をあらかじめ高リスク群と低リスク群に分類
– 高リスク群（図1a）

• 小児期に既に重症GHD証明がされており、以下のいずれか1つ以
上を有する患者群
– 遺伝子異常

– 視床下部-下垂体の器質的障害

– GHを含む複数の下垂体ホルモン分泌不全

– 低リスク群（図1b）
• 上記以外の患者群

• 1ヵ月以上のGH治療中止期間を経た後に測定した
IGF-1などの情報からAGHDの可能性を検討し、その疑
いがあれば、GH分泌状態を評価する
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図1a. 高リスク群



図1b. 低リスク群
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